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第
四
十
三
回
江
差
町
老
人
ス
ポ

i

V
大
会

第
二
十
五
回
シ
ル
バ
ー
パ
ワ

i
大
演
芸
大
会

と
=年
、ー

平
成
二
十
八
年
六
月
十
四
日

(
火
)

と
こ
ろ

江
差
町
文
化
会
館

江
差
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

(会
長
一
小
笠
原
求
)
主
催
の

大
会
に
、
参
加
百
七
十
名
(
十
五

老
人
ク
ラ
ブ
、
ひ
の
き
荘
)
が

集
い
、
江
差
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
功
労
者
表
彰
式
の
後
、
準

備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
「
玉
入

れ
」
、
「力
ロ
ー
リ
ン
グ
」

「最
初

は
グ
|
」
な
ど
の
競
技
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
北
海
道
函
館
方
面

江
差
警
察
害
交
通
課
交
通
係
長

沖
村
雅
彦
様
に
よ
る
交
通
講

話
の
後
、
「
水
堀
は
ま
な
す
会
の

皆
様
」
の

「ス
コ
ッ
プ
三
昧
線
」

や
「
ひ
の
き
荘
の
皆
様
」
の

「ド

ン
パ
ン
節
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

大
会
は
、
恒
例
の
「
知
恵
っ
こ

よ
さ
れ
」
を
参
加
者
が
大
き
な

輪
に
な
っ
て
踊
り
、
締
め
く
く

う
れ
ま
し
た
。

平成28年度江差町老人クラブ連合会功労表彰者
(受賞 1団体・ 11名)

区分 所 属 受賞者 ・団体名

団 体 一一一一一一一 水堀はまなす会

個人 ・単位 愛宕町老人クラフ愛寿クラフ 武田良一

個人・単位 新栄町熟年クラブ 御厩登喜

個人 ・単位 新栄町熟年クラブ 工藤安子

個人・単位 津花町老人クラブ津花会 柳田正勝

個人 ・単位 津花町老人クラブ津花会 .o. 津 栄ーフ

個人・単位 津花町老人クラブ津花会 室谷 トシ

個人 ・単位 津花町老人クラフ津花会 高 野政夫

個人 ・単位 陣屋町老人クラブ陣老会 津 田信子

個人・単位 陣屋町老人クラブ陣老会 枝園セツ

個人 ・単位 泊老人クラフ老笑会 加漂正一

個人 ・単位 水堀はまなす会 小笠原 節

《敬称略》



平
成
ニ
十
八
年
慮
第
六
回
江
差
町
町
肉
会
連
合
会
会
員
爽
涼
バ

i
ヴ
コ
ル
7
大
会

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
五
日
(
土
)
、
江
差
町
町
内
会
連
合
会
(
会
長
一
室
井

常
雄
)
主
催
に
よ
り
、

第
六

回
目
と
な
る
会
員
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
江
差
町
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
場

(柳
崎
町
)
で
、
十
一
町
内
会
・
自

治
会
よ
り
五
十
三
名
(
男
性
三
十
五
名
、
女
性
十
八
名
)
の
参
加
(
申
込
)
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
や
風
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
コ
ー
ス
で
腕

を
競
い
、
ま
た
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。• 

f、

'-

C 
表

ーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーー 氏名・チーム名、町内会・自治会名 スコア

優勝 谷口和夫 本町町内会 107 

男性の部 2 f立 成田啓 一 泊町内会 107 

3 f立 津田隆志 茂尻町自治会 109 
個人の部

優勝 成田美奈子 泊町内会 1 1 1 

女性の部 2位 福元厚子 南がE自治会 1 1 8 

3位 高橋ひろ子 水堀町内会 122 

優勝 泊町内会チーム
453 

(中山博、成田啓一、干場芳巳、成田美奈子)

2位 中歌町内会チーム
団体の部 459 

(金森晃、菱田英俊、湊谷勲、佐藤仁)

3位 茂尻自治会チーム
464 

(柳田和夫、 津田隆志、藤谷一美、明石邦子)

《敬称略》

績成



平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
・
予
算
概
要

一
、
介
護
保
険
・
身
体
障
害
者
居
宅
介
護
事
業
所
の
活
動

介
護
保
険
事
業
を
三
事
業
(
居
宅
介
護
支
援
・
訪
問
介
護

・

通
所
介
護
)
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
居
宅

介
護
(
訪
問
介
護
事
業
所
併
設
)
と
し
て
事
業
所
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
地
域
に
居
住
す
る
介
護
認
定
者
並
び
に
障
害

者
の
福
祉
二
|
ズ
に
応
え
る
べ
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ハ門

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

「
え
さ
し
社
協
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」

口

訪

問

介
護
事
業
所
・
身
体
障
害
者
居
宅
介
護
事
業
所

「
え
さ
し
社
協
へ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

臼

通
所
介
護
事
業
所

え
さ
し
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ま
る
や
ま
」

二
、
福
祉
有
償
運
送
に
よ
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
(
通
院
等
の
外
出
支
援
)

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
や
障
害
を
抱
え
る
方
の
通
院
や

入
浴
等
の
た
め
の
移
送
を
行
い
ま
す
。

三
、
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ
の
活
動
支
援

本
会
が
指
定
す
る
町
内
の
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活

性
を
図
る
た
め
、
運
営
費
の
助
成
を
し
て
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

四
、
学
校
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
へ
の
支
援

学
校
で
行
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
と
の
ふ
れ
あ

い
を
進
め
る
活
動
に
助
成
し
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

五
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業

「
か
あ
ち
ゃ
ん
食
堂
」
に
つ
い
て
、
江
差
町
内
で
の
サ
ロ
ン
活

の
活
性
を
促
す
モ
デ
ル
と
し
て
支
援
し
ま
す
。

六
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
擁
護

付
苦
情
解
決
窓
口
の
設
置

本
会
の
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
苦
情
に
適
切

に
対
応
し
、
苦
情
を
密
室
化
せ
ず
、
円
滑
、
円
満
な
解
決

の
推
進
や
本
会
の
信
頼
や
適
性
性
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

∞
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
・
成
年
後
見
制
度
の
周
知

判
断
能
力
の
低
下
し
た
方
が
適
切
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
権
利
を
擁
護
す
る
も
の
と
し

て
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
(
社
会
福
祉
法
)
と
成
年

後
見
制
度
(
民
法
)
が
あ
り
ま
す
が
、
制
度
そ
の
も
の
に

な
じ
み
が
な
い
こ
と
か
ら
、
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

七
、
生
活
応
急
資
金
の
貸
付

生
活
保
護
申
請
中
の
世
帯
を
中
心
に
、
江
差
町
内
に
居
住
し
、

独
立
の
生
計
を
営
み
、
他
か
己
資
金
の
融
資
を
受
け
る
ζ
と
が

困
難
で
、
緊
急
な
出
費
等
に
よ
り
生
活
困
窮
に
陥
る
お
そ
れ
の

〉
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
「
愛
情
銀
行
」
に
寄
せ
ら
れ
た
善
意
金
か

5
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

八
、
生
活
福
祉
資
金
の
事
務
窓
口

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資
金
は
、
厚
生
労
働

省
の
要
綱
に
基
づ
き
、
他
の
貸
付
制
度
が
利
用
で
き
な
い
低
所

得
世
帯
等
へ
の
貸
付
制
度
で
す
。
本
会
は
そ
の
窓
口
と
し
て
相

談
や
申
込
に
つ
い
て
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

九
、
相
談
窓
口
と
福
祉
情
報
の
提
供

ハ円
相
談
窓
口

福
祉
制
度
や
介
護
保
険
制
度
、
生
活
応
急
資
金
、
生
活

福
祉
資
金
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
参
り
ま
す
。

口
福
祉
情
報
の
提
供

広
報
誌
「
福
祉
だ
よ
り
」
を
年
三
回
発
行
し
福
祉
情
報

等
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

十
、
個
人
情
報
の
保
護

本
会
に
集
約
さ
れ
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
保
護
い
た
し
ま
す
。

十
一
、
共
同
募
金
運
動
の
推
進
と
各
種
団
体
へ
の
協
力

付
共
同
募
金
運
動

運
動
期
間
十
月
一

日
1
十
二
月
三
十
一
日

。
告
種
団
体
と
の
連
携

江
差
町
町
内
会
連
合
会
、
江
差
町
老
人
ク
ラ
フ
連
合
会
、

江
差
町
高
齢
者
事
業
団
の
事
務
局
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
支
援
し
、
同
時
に
地
域
と
の
連
携
・
協
働
を
深
め
て

参
り
ま
す
。

十
二
、
と
も
に
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
柿
つ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

本
会
は
、
社
会
福
祉
法
第
百
九
条
に
「
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
る
団
体
」
と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
課

題
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
。

安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
「
と
も
に
支
え
合
う
福
祉
の
ま

ち
叫
つ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
「
江
差
町
地
国
福
祉
計
画
」
と

連
動
す
る
「
地
域
福
祉
実
践
計
画
」
を
江
差
町
や
各
種
団
体
と

連
携
し
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
「
地
域
福
祉
計
画
」
は
、
社
会
福
祉
法
第
百
七
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
市
町
村
が
行
政
計
画
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
「
地
域
福
祉
実
践
計
画
」
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

活
動
・
行
動
計
画
と
し
て
策
定
し
、
同
時
に
「
地
域
福
祉

計
画
」
と
連
動
し
て
策
定
す
る
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

実
践
的
な
計
画
で
す
。

十
三
、
社
協
の
基
盤
整
備

ハ門
賛
助
会
員
・
会
費

会
費
の
個
別
集
金
に
つ
い
て
は
、
体
制
が
整
わ
な
い
こ

と
か
ら
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
会
の
活
動
状
況
を
広
報

し
、
地
域
の
理
解
を
得
な
が
う
確
保
に
努
め
ま
す
。

∞
職
員
体
制
・
処
遇
及
び
設
備
整
備

介
護
保
険
事
業

・
受
託
事
業
等
で
得
た
収
入
を
も
っ
て
、

適
正
な
職
員
の
配
置
や
設
備
整
備
に
努
め
ま
す
。

臼
役
職
員
の
研
修
及
び
諸
会
議
の
開
催

役
員
は
も
と
よ
り
職
員
の
情
報
収
集
や
能
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
種
研
修
等
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
た
、
評
議
員
会
議
、
理
事
会
議
等
を
開
催
し
て
参
り
ま
す
。

そ
の
他

ハ円
福
祉
機
器
の
貸
し
出
し
、

。
使
用
済
み
切
手
、
工
コ
キ
ャ
ッ
プ
、

白
弔
意
口

l
ソ
ク
の
配
布

十
四
、

リ
ン
グ
プ
ル
等
の
収
集

平成28年度江差町社協予算概要

法人会計
収入 129，600 単位 :千円

支出 129，600 収支均衡

主な収入 主な支出

介護保険収入 111，362 人件費支出 92，809 

障害サービス 2，605 事業費支出 9，975 

地域福祉事業費(町補助金) 3.099 事務費支出 16.692 

共同募金配分金 404 共募配分金支出 404 

福祉有償運送 292 助成金支出 212 

寄付金 235 その他 9.508 

賛助会費 39 

その他 11.564 

事業の詳細や平成27年度現況報告、平成27年度決算資料につきましては、本
会ホームページに掲載しております。

ホームページアドレス http://www.shakyo.or.jp/hp/ 48/ 



平成28年慮共同募金助成決定事業
皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募金から、下記の事業について平成28年度共同募金配分の

決定を受けました。

0ボランティア ・福祉団体活動支援事業及び学校教育ボランティア活動支援事業
100，000円

270，000円

33，980円

403，980円

0社協広報誌(福祉だより)発行事業
O福祉有償運送事業

計
.d、

Eコ

Zコキャマ・2ありがとうござい彦す江差町地域活動むンJ;r-

NPO法人商槍山あゆお共同作業pfi
抗知句世

皆
様
か
う
お
寄
せ
頂
い
た
工
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
全
て
N

P
O法
人
工
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
に
送
り
、
こ
れ
に

か
か
る
袋
代
、
送
料
は
皆
様
か
う
「
愛
情
銀
行
」
に
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
中
か
ら
支
出
し
て
い
ま
す
。

直
近
で
は
本
年
六
月
二
十
四
日
に
送
り
、
こ
れ
ま
で

に
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

* 
' 辰二為 1，153，910個
骨 JJI川111111:1

手 処置寄(2，683kg)
これは、

ポリオワクチン 1 ，34 1人分
* ぷ C02 8，049kg排出削減

に相当します。

ぐ※ 1 kg当たり430個として計算
ョー ※2kgで20円、ワクチン1本分

J ※ 1 kgを焼却すると3kgのC02排出

-皆様ぬご協力を抗原いいたし幸吉宮

計累

南檎山あゆみ共同作業所は、障がい者や障が

い回復者を対象に、通所により活動の場を提供

し、社会的自立を目指す訓練を行っています。

江差町老人福祉センター・ロビーに作業所利

用者の皆様が作成した晶々を展示・販売してお

りますので一度足をお運びください。

また、いろいろな小物の作り方を教えて下さ

る方や話し相手になってくださる方など、たく

さんの方々に足を運んで頂きたいと思います。

写真は、 ppバンドの力ゴ、笛の袋、布ゾウ

リです。この他にも手作り廃油石鹸や袋物など

があります。

一度遊びに来ませんか 11

C 

..，-- だ設使に老
さ置用工人
いい済コ 福
u たみキ祉
し切ャセ
ま 手 ッン
しのブタ
た収、 l
の 容 リ正
でホ勺面
ごツ歩玄
利ク-f関
用ス J の
jレくを、中

。

平
成
二
十
八
年
度

賛
助
会
費
ぬ
お
願
い

社
会
福
祉
協
議
会

(社
協
)
は
、

地
域
の
皆
様
や
行
政
な
ど
と
と
も

に
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
民
間
の
社
会
福
祉

法
人
で
す。

そ
の
特
性
を
生
か
し
、
活
動
や
事

業
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に
賛
問
い

た
だ
け
れ
ば
、

賛
助
会
費
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
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賛助会費の額

賛助会費は、年度ごとにお願いしております。

個人世帯年額1口 1，000円

団体企業年額1口 3，000円

納付方法

恐縮ではございますが、本会事務所

にお越し願うか、連絡を頂ければ職員

がお伺いいたします。



いのちの電話
いのちのfE話は、深い苦しみや悩みを抱えながら誰にも相IJ炎できず、孤独のうちにある人の良き隣人として、と もに

考え、再び元気を出して生きていけるように、心の支えになることを目的とした f電話相談Jです。
北海道には r~ヒ海道いのちの電話J r旭川|いのちの沼稲Jがあり、それぞれ24時間体制で相談を受・けています。

。電話相談の特色
・秘密は必ず守ります。.お互いの宗教や思想を尊重します。

・24時間いつでもかけられます。.名前を告げる必要はありません。
-直接電話相談にあたるのは所定の研修を終了し、認定を受けた人々です。

また、 f北海道いのちの屯話Jはファックスによるl徳:i1;・3泌が不自由な}jのための相談も受けています。illI{It、祝日、
年ぷ年始はお休みで、返信は、月限から金i陥!日までは午前91時から午後5時、土I!起は午前911，yからJE午までとなります。

相談電話番号 O官官 -23可-4343
北海道いのちの電話 聴覚・言語の不自由な方のための相談ファックス番号

011-219-3144 

工コキャブ、リングプルを集め、お寄せ頂いた

南がE小学校児童会(当時)の皆様 江差中学校広報専門委員会 (当時)の皆様

ら..II)j前Jと!51Z劃~II'す!!!: .，.J) 
愛情銀行にお寄せ頂いた平成28年熊本地震義援金

氏名・団体名 預託金 預託年月日 氏名・団体名 預託金 預託年月日

柏団地町内会 下小黒部町内会 10.000円 H28.6.14 

相団地老人クラブ
64.1 12円 H28.5.12 

五勝手町内会 90.000円 H28.6.21 

南がE自治会 88.000円 H28.5.19 柳崎町内会 85.300円 H28.6.22 

姥神町内会 20.400円 H28.5.25 茂民町自治会 30.000円 H28.6.23 

中網町内会 20.000円 H28.5.27 橋本町内会 20.000円 H28.6.28 

越前町内会 10.000円 H28.6. 1 陣屋町内会 61.500円 H28.6.28 

30.000円 H28.6. 6 水堀町内会 30.000円 H28.6.30 
j草花町内会

500円 H28.6.17 豊川町内会 50.000円 H28.7. 5 

上小黒部町内会 10.000円 H28.6.13 円山町内会 20.000円 H28.7. 7 

本会の愛情銀行にお寄せいただいた平成28年熊本地震義援金につきましては、北海道共同募金会を経由し、順

次被災地に送っています。 [義援金受付期間は、平成29年3月31日まで]

預託累計額 639，812円
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愛情銀行にお寄せいただいた皆様のご厚志に心から感謝申し上げます。
なお、大変恐縮ではございますが敬称を省略させていただきます。

自平成28年2月11日
歪平成28年7月10日

使用済切手、書き損じはがき、リングプル、ベルマーク、リサイクル用衣類、エコキャップ(ペッ トボト

ル等のキャップ)の収集活動を行っています。収集する場合は、収集する物品ごとに分けて収集するようお

願いいたします。特に、エコキャップとリングプルを一緒の袋などに入れるとエコキャップにリングプルが

はまり分別整理に時間がかかりますので別々にするようお願いいたします。また、エコキャップにつきまし

ては、値札やキャンペーンシールをはがし、汚れのひどいものは軽く洗浄してください。

本会では、車いす、行事用テントを無斜で貸し出しています。
事いすは、必要となる方の外出や旅行、福祉教育や研修などにご活用ください。貧出期間は1ヶ月以内とし、
本会事務所での貸出、返却といたします。
行事用テントは、町内会のイぺントなどにご活用ください。費出、返却は車いすと同じく本会事務所とな
ります。尚、 濡れた場合は乾いてから返却してください。

江差町社会福祉協議会には、江差町共同募金委員会 ・江差町町内会連合会 ・江差町老人クラブ連合会・
江差町高齢者事業団の事務局があります。

ご用の際は 52-5588又は52-2441(高齢者事業団は52-5020)へ連絡ください。

グ この広報紙は赤い棚J~fliJ募金の配分を受けて発行しています


